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４ 努力点と具体策

教育 努力 評 価
努 力 点 具 体 策

目標 目標 ４ ３ ２ １

１ (1)道徳教育の １ 道徳性を高めるための豊かな体験活動の充実を図る。
全 充実
教
育 ２ 自他を大切にし、よりよい人間関係が築けるように、道徳
活 授業の指導法と評価の工夫・改善に努める。
動

豊を (2)人権教育の推 ３ 人権尊重の理念（自他のよさ、大切さを認める）のもと、
か通 進 すべての教育活動を通じて人権教育を推進する。
なし
心て ４ 児童相互の人間関係の構築を図りいじめのない学級集団づ
のの ★ くり・学業指導の充実に努める。
育

や 成 (3)読書活動の ５ 読み聞かせや読書活動等を通して、読書に親しむ態度を育
奨励 てると共に、学校図書館の整備と図書資料の充実を図る。

２ (1)校内体制の ６ 校内委員会を活用し組織としての対応を進めるとともに、
さ 特 整備 ★ 特別支援コーディネーターを中心とした校内体制の整備・充

別 実を図る。
支
援 (2)児童支援の強 ７ 個別の指導計画（すくすくシート）の作成･見直しを通して、

し 教 化と充実 特別な支援を必要とする児童への指導の充実を図る。
育

充の (3)教職員の理解 ８ 児童の通級または交流及び共同学習について、全職員共通理
実 と協力 解のもと連携協力して指導を行う。

い
３ (1)基本的な生活 ９ 規範意識や基本的な生活習慣を身につけさせ、当たり前の
児 習慣の育成 ★ ことが当たり前にできる児童の育成を図る。（凡事徹底）
童

子 指 (2)相談体制の充 10 日頃からの児童と教職員の信頼関係を築くとともに、計画
導 実 的な相談体制の充実を図る。

充の
実 (3)全校の児童指 11 児童指導主任を中心とし、全校で組織的、効果的に機能す

導体制の確立 る体制づくりに努める。

４ (1)校舎内外の 12 花壇や掲示物を工夫するなど、豊かな心を育てる美しい環
教 環境の整備 境づくりに努める。

の育
整環 (2)公共心・公徳 13 無言清掃活動や委員会活動、係活動等を通して、公共心・
備境 心の育成 ★ 公徳心を育てる。

５ (1)外国の文化等 14 多様性を尊重する態度を育成するために、多様な文化や考
教グ の理解 えに触れる機会の充実を図る。
育ロ
の

ー

(2) コミュニケ 15 他者を理解し伝え合う力を育成するために ALT との直接
充バ ーション活動の 体験を実施した学習や伝え合う場面を重視したコミュニケー
実ル 充実 ション活動の充実を図る。

６ (1)校内体制の 15 キャリア教育推進担当者を中心に、キャリア教育の課題を
教キ 確立 明確にし、各教科、特活、道徳、総合的な学習の時間の中で
育ャ 体制づくりを推進する。
のリ
充ア (2)キャリア教育 16 キャリア・パスポートを活用し、学習指導の工夫改善に努
実 指導法の工夫 ★ めながら、体験活動を通して将来の夢や希望を育む

７ (1)地域人材の 17 とちぎ未来アシストネットにより、地域の人材を各種ボラ
家 活用 ★ ンティアとして依頼し、活用を図る。
庭
地 (2)情報の提供 18 開かれた学校作りの一環として、各種たよりやホームペー
域 ジ等で学校の情報を家庭や地域に積極的に発信し、理解や協
と 力を得る。

連の
携 (3)コミュニティ 19 学校運営協議会を活用し、学校と家庭･地域が一体となった

スクールの活 ★ 学校作りに努める。
用
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教育 努力 評 価
努 力 点 具 体 策

目標 目標 ４ ３ ２ １

１ (1)基礎学力の 20 基礎・基本の確実な定着ができるよう、個別最適な学びの
向上 ための指導法の工夫や教師の指導力向上に努める。

学
(2)自ら学び、自 21 とち介の学び（ゴールを見すえた授業づくり）に取り組み、

習 ら考える力の ★ 児童が学ぶ楽しさ、学び合う楽しさ味わえる授業を実践する。
よ 育成

指 22 児童自らが学習課題を設定し、学習計画を立てたり学習し
たことを振り返ったりするなどして主体的に学ぶ学習を充実

導 させる。
く

の (3)指導と評価の 23 一人一人の学びの多様性に応じた形成的評価や多面的な評
一体化 価により児童の力を的確に捉えて指導の改善を図る。

充
考 (4)コミュニケー 24 児童が自分の考えをもち、相手に分かりやすく伝える力が

実 ション力の 付くような授業の実践に努める。
育成 ★

え (5)家庭学習の充 25 家庭における学習の進め方を示したり、保護者への啓発を
実 行ったりすることで、家庭学習に対する習慣化と内容の充実

を図る。

る ２ (1)情報機器の 26 情報機器操作のスキル向上を図るとともに、授業において
情 活用 積極的な情報機器の活用を図る。 タブレット端末を活用した
報 思考・判断・表現力を育むための授業の工夫・改善を図る。

の教
子 充育 (2)情報モラルの 27 インターネット等を利用する上でのルールやマナー等につ
実 育成 いて、適切に指導する。

３ (1)児童会活動の 28 児童の自発的・実践的な活動を促進させる指導に努める。
主 活性化
体

伸性 (2)学校行事等へ 29 各行事の目標をめざし、児童一人一人が各自の個性を生か
長の の積極的参加 し、達成感や成就感を得られるよう指導に努める。

１ (1)体育の授業の 30 できた喜びや達成した喜びが味わえる活動の内容と、支援
体 充実 の手立てを工夫する。特に、小学校卒業までに身につけたい
力 集団行動や運動技能の指導に力を入れる。

た 向の
上 (2)外遊びの奨励 31 休み時間の外遊びが楽しくなるよう指導を工夫する。

２ (1)あいさつ運動 32 学校内外で、明るいあいさつと返事ができるよう指導に努
く 健 の推進 める。

康
生で (2)健康教育の推 33 感染症を含む保健指導の充実に向け、担任と養護教諭との
活安 進 ★ 連携及び家庭への啓発を図る。

ま 習全
慣な (3)安全教育の推 34 一斉下校の実施や地域の見守りボランティアの協力を得な
の 進 ★ がら、交通安全と安全確保の指導に努める。
育

し 成 (4)食育の推進 35 正しい食事のあり方や望ましい食習慣を身につけ、食事を
通して自分の健康管理ができるよう、栄養教諭と連携しなが
ら食に関する指導の充実に努める。

い ３ (1)事故防止対策 36 危機管理マニュアルの見直しを進めるとともに、事故０を
危 の充実 めざし、きめ細かな安全点検（施設・設備・通学路）や、安
機 全教育に努める。
管

子 理 (2)避難訓練の 37 地震、火災、不審者侵入などから自分で自分の身を守る能
の体 実施 力・態度、習慣を身につけさせる。
整制
備 (3)事故発生時の 38 学校事故（交通事故・けが・不審者・食中毒等）における

適切な対応 連絡体制を整備し、迅速・適切に対応する。


